
　
１
９
５
０
年
山
形
生
ま
れ
。

東
京
都
立
大
院
卒
。
元
千
葉
大

大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授

（
金
属
疲
労
専
攻
）。
金
属
疲
労

の
研
究
の
ほ
か
、
他
分
野
の

テ
ー
マ
の
研
究
開
発
に
努
め
る

と
と
も
に
日
本
各
地
の
地
域
お

こ
し
活
動
に
従
事
す
る
。
ロ
ー

カ
ル
鉄
道
と
地
元
の
酒
蔵
の
コ

ラ
ボ
で
地
域
再
生
を
図
る
地
酒

「
鐵
の
道
」の
製
造・販
売
を
企

画
、す
で
に
10
件
を
超
え
る
銘

柄
を
送
り
出
し
て
い
る
。一
般

社
団
法
人「
洸
楓
座
」代
表
。一

般
財
団
法
人
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
い
す
み
」代
表
。

　
茨
木
の
り
子
に
よ
れ
ば
、
人
間
に
は

「
行
方
不
明
の
時
間
」
が
必
要
で
あ
る

と
い
う
。
今
年
の
夏
休
暇
は
軽
井
沢
に

い
る
。
ゆ
っ
く
り
と
来
る
台
風
７
号
の

せ
い
も
あ
り
、
そ
う
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
い
る
。
せ
め
て
は
、
こ
の
原
稿
を

書
く
こ
と
。
そ
う
し
て
本
棚
を
見
渡
す

て
み
る
。
ま
ず
、

絵
の
左
側
に
別
の

ア
ー
チ
橋
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
の

と
し
、
そ
こ
に
は
歓
喜
す
る
人
々
も
描

か
れ
て
い
る
。「
蒸
気
」
は
煙
突
か
ら

の
三
つ
の
白
煙
と
し
て
描
い
て
い
る
。

同
時
に
時
代
の
表
象
と
し
て
、
石
炭
が

新
た
に
タ
ー
ナ
ー
の

作
風
に
つ
い
て
再
発
見

　
今
回
紹
介
す
る
画
家
の
ジ
ョ
ゼ
フ
・

マ
ロ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー

（
１
７
７
５
～
１
８
５
１
）
は
、
メ
イ

デ
ン
ヘ
ッ
ド
の
ア
ー
チ
橋
を
走
る
Ｇ
Ｗ

Ｒ
の
蒸
気
鉄
道
に
乗
り
、
１
８
４
４
年

に
『
雨
、蒸
気
、ス
ピ
ー
ド 

― 

グ
レ
ー

ト
・
ウ
エ
ス
タ
ン
鉄
道
』
を
描
い
た
。

し
、
機
関
車
（
Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
ｆ
ｌ
ｙ
と
い

う
車
種
）の
専
用
路
と
し
て
強
調
し
た
。

題
名
の
「
雨
」
は
左
右
の
河
面
を
霧
中

燃
焼
す
る
火
炉
を
機
関
車
前
面
に
可

視
的
に
描
き
、「
ス
ピ
ー
ド
」
の
動

力
源
の
存
在
を
強
調
し
て
い
る
。

　
著
者
Ｗ
ａ
ｌ
ｋ
ｅ
ｒ
は
、
タ
ー

ナ
ー
は
画
家
と
し
て
は
例
外
的
に
産

業
革
命
に
よ
る
近
代
性
を
称
賛
し
、

こ
の
絵
の
よ
う
に
描
い
た
の
で
は
な

い
か
と
解
説
し
て
い
る
。
ブ
ル
ネ
ル

推
し
の
筆
者
で
は
あ
る
が
、
無
為
の

夏
休
暇
に
新
た
に
タ
ー
ナ
ー
の
作
風

に
つ
い
て
再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
タ
ー
ナ
ー
と
ブ
ル
ネ
ル
に
つ
い

て
、
再
度
、
現
地
調
査
し
た
い
も
の

で
あ
る
。

大
さ
を
表
現
し
た
。

　
ブ
ル
ネ
ル
の
活
躍
は
テ
ム
ズ
河
の
川

底
ト
ン
ネ
ル
に
端
を
発
す
る
が
、
ブ
リ

ス
ト
ル
の
ク
リ
フ
ト
ン
吊
り
橋
の
設
計

コ
ン
ペ
の
成
功
に
始
ま
り
、
ロ
ン
ド
ン

～
ブ
リ
ス
ト
ル
の
１
９
０
㌔
㍍
の
Ｇ
Ｗ

Ｒ
（
グ
レ
イ
ト
・
ウ
エ
ス
タ
ン
・
レ
イ

ル
ウ
エ
イ
）
に
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
西
部

の
ラ
ン
ズ
エ
ン
ド
ま
で
の
鉄
道
な
ど
、

２
０
０
年
も
前
の
19
世
紀
に
都
市
間
交

通
に
革
新
的
な
変
革
を
も
た
ら
し
、
彼

の
事
績
は
い
ま
な
お
活
躍
し
て
い
る
。

彼
は
、
蒸
気
鉄
道
に
、
高
速
・
安
定
・

ン
ネ
ル
な
ど
に
は
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ

て
設
計
開
発
し
た
。

　
Ｇ
Ｗ
Ｒ
の
第
一
期
と
し
て
、
ロ
ン
ド

ン
の
パ
デ
ィ
ン
ト
ン
駅
か
ら
メ
イ
デ
ン

ヘ
ッ
ド
・
ブ
リ
ッ
ジ
駅
ま
で
の
約
40
㌔

㍍
が
１
８
３
８
年
に
開
通
し
た
。
同
駅

の
す
ぐ
手
前
に
は
、
川
幅
90
㍍
の
テ
ム

ズ
河
が
流
れ
て
い
る
。
ブ
ル
ネ
ル
は
、

こ
こ
に
一
連
が
39
㍍
の
長
く
背
の
低
い

レ
ン
ガ
造
り
の
優
雅
な
２
連
の
鉄
道

ア
ー
チ
橋
を
設
計
し
完
成
さ
せ
た
。
工

事
中
に
は
陥
落
す
る
だ
ろ
う
と
噂
さ
れ

た
が
問
題
な
く
、
現
在
で
は
特
急
列
車

の
イ
ン
タ
シ
テ
ィ
も
走
っ
て
い
る
。

「
偉
大
な
る
英
国
人
」
の
投
票
で
は
、

チ
ャ
ー
チ
ル
に
次
ぎ
第
２
位
の
得
票
で

あ
っ
た
。
２
０
１
２
年
の
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
会
式
で
は
、
Ｍ
Ｃ
役

の
名
優
ケ
ネ
ス
・
ブ
ラ
ナ
ー
が
ブ
ル
ネ

ル
に
扮
し
て
、
産
業
革
命
前
後
を
主
題

と
し
た
シ
ナ
リ
オ
で
英
国
の
歴
史
と
偉

は
、
表
題
の
よ
う
に
タ
ー
ナ
ー
自
身
が

乗
車
し
た
雨
の
日
の
情
感
が
溢
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
タ
ー
ナ
ー
の
新
時
代
の

鉄
道
へ
の
思
い
入
れ
を
汲
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
例
え
ば
、
Ｇ
Ｗ
Ｒ
は
じ
め
英
国
の
鉄

道
は
複
線
で
あ
る
が
、
あ
え
て
単
線
と

　
筆
者
は
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
の

鉄
道
ア
ー
チ
橋
を
３
度
訪
ね
た

経
験
か
ら
、
こ
の
絵
を
解
釈
し

大
量
輸
送
を
構
想
し
、
軌
間

２
㍍
超
の
広
軌
鉄
道
と
し

た
。
さ
ら
に
駅
舎
・
橋
・
ト

Ｇ
Ｗ
Ｒ
の
列
車
は
、
ブ
リ
ス

ト
ル
か
ら
ロ
ン
ド
ン
方
面
に

向
か
っ
て
い
る
。
こ
の
絵
に

と
少
し
大
型
の
本
が
見
つ
か
っ

た
。
英
国
の
画
家
タ
ー
ナ
ー
の

画
集
『
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
』
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
地
元
力
発

見
！
」
か
と
、
コ
ラ
ム
に
取
り

上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

　
大
学
に
勤
め
て
い
た
20
年
も

前
の
夏
休
み
に
は
英
国
に
出
か
け
る
こ

と
を
し
て
い
た
。
あ
る
年
は
半
年
も
出

か
け
て
、
冒
頭
に
述
べ
た
「
行
方
不
明

の
時
間
」
を
過
ご
し
て
い
た
。
ロ
ン
ド

ン
・
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
ほ
ど
近
い
ブ

ル
ネ
ル
大
学
に
滞
在
し
、
ウ
イ
ー
ク
エ

ン
ド
に
は
心
惹
か
れ
た
粉
ひ
き
風
車
の

調
査
見
学
、
そ
し
て
大
学
名
に
な
っ
て

い
る
イ
ザ
ム
バ
ー
ド
・
キ
ン
グ
ダ
ム
・

ブ
ル
ネ
ル
（
１
８
０
６
～
１
８
５
９
）

の
所
縁
＆
事
績
の
探
訪
な
ど
を
行
っ

た
。

　
ブ
ル
ネ
ル
は
、
英
国
で
は
有
名
な
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
企
画
に
よ
る

夏
の
発
見
／
タ
ー
ナ
ー
と
ブ
ル
ネ
ル
と
メ
イ
デ
ン
ヘ
ッ
ド
橋

Jonn Walker 著 に
よる本（1983 年刊）タ

ー
ナ
ー
の
自
画
（
一
部
）

ターナー画『雨、蒸気、スピード ― グレート・
ウエスタン鉄道』（1844 年）


